
鉄
道
高
架
化
の
背
景総総

合合
的的
なな
まま
ちち
づづ
くく
りり
にに

必必
要要
なな
鉄鉄
道道
高高
架架

鉄
道
高
架
に
よ
る
効
果

暮

ら

し

安

全

環

境

活

力

徳
島
市
内
鉄
道
高
架
事
業
の
概
要

◆
着
工
準
備
箇
所

◆
事
業
の
内
容

◆
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◆
今
後
の
事
業
予
定

No.７３６

安安全全でで魅魅力力的的ななままちちづづくくりりをを実実現現すするるたためめにに

鉄鉄鉄鉄鉄鉄道道道道道道高高高高高高架架架架架架事事事事事事業業業業業業をををををを推推推推推推進進進進進進
市市内内鉄鉄道道高高架架事事業業がが新新規規着着工工準準備備箇箇所所にに採採択択平成１８年度

徳
島
市
の
市
街
地
は
、
中
小

河
川
が
網
目
状
に
流
れ
て
い
る

こ
と
や
、
徳
島
駅
を
中
心
と
し

た
Ｊ
Ｒ
高
徳
線
・
徳
島
線
・
牟

岐
線
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る

た
め
に
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯

な
ど
に
交
通
渋
滞
が
市
内
各
所

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
鉄
道
に
よ
る
市
街

地
の
分
断
が
、
都
市
活
動
の
障

害
と
な
り
、
均
衡
の
と
れ
た
ま

ち
の
発
展
を
阻
害
す
る
要
因
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
の
活
性
化
を
担
っ

て
き
た
中
心
市
街
地
は
、
人
口

数
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
郊
外
へ
の
商
業
施
設
の
立

地
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
衰
退

し
、
活
力
の
低
下
が
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

交
通
環
境
の
悪
化
、
市
街
地

の
分
断
、
中
心
市
街
地
の
活
力

の
低
下
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
し
、
二
十
一
世
紀

に
ふ
さ
わ
し
い
県
都
徳
島
市
を

築
い
て
い
く
に
は
、
ま
ち
の
資

源
を
見
直
し
、
ま
ち
の
魅
力
を

引
き
出
す
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。安

全
で
魅
力
的
な
ま
ち
を
創

っ
て
い
く
た
め
に
、
市
街
地
を

分
断
す
る
な
ど
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
上
で
障
害
に
な
っ
て
い
る

鉄
道
を
高
架
化
し
、
ま
ち
の
機

能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
市
で
は
、
市
民
が
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
築
く
た
め
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
、
市
民
の
安
全
性
や
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
手
法
と
し

て
欠
か
せ
な
い
鉄
道
の
高
架
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

国
か
ら
平
成
１８
年
度
新
規
着
工
準
備
箇
所
に
採
択
さ
れ
た
、
徳
島

市
内
連
続
立
体
交
差
事
業
（
鉄
道
高
架
事
業
）
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

列車通過時の花畑踏切

徳島市内の鉄道高架事業の概要図

鉄
道
の
高
架
化
は
、
都
市
交

通
の
円
滑
化
を
図
る
だ
け
で
な

く
、
周
辺
市
街
地
の
整
備
や
緊

急
避
難
経
路
の
確
保
、
沿
線
地

域
の
環
境
改
善
な
ど
、
ま
ち
の

発
展
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
ま
す
。

▼
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を
緩

和
▼
鉄
道
に
よ
り
分
断
さ
れ
て

い
た
市
街
地
が
一
体
化
す
る
た

め
利
便
性
が
向
上

▼
誰
も
が
移
動
し
や
す
い
、

自
由
に
社
会
参
加
で
き
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
▼
多
く
の
踏
切
を
除
去
で
き

る
た
め
踏
切
事
故
が
解
消

▼
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
避

難
経
路
を
確
保

▼
新
た
な
街
路
整
備
に
よ
り

交
通
が
円
滑
化

▼
鉄
道
沿
線
地
域
の
騒
音
や

振
動
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る

環
境
改
善

▼
街
路
・
駅
前
広
場
な
ど
の

整
備
に
よ
り
、
交
通
機
関
相
互

の
乗
り
換
え
の
利
便
性
が
向
上

▼
周
辺
市
街
地
の
土
地
利
用

の
活
性
化

▼
高
架
下
空
間
を
駐
輪
場
や

防
災
施
設
な
ど
多
目
的
に
利
用

鉄
道
高
架
事
業
の
着
工
準
備

箇
所
は
、
徳
島
駅
西
か
ら
文
化

の
森
駅
付
近
の
約
４
・
７
㌔
の

区
間
で
す
。

Ｊ
Ｒ
高
徳
線
・
牟
岐
線
の
徳

島
駅
西
か
ら
文
化
の
森
駅
付
近

ま
で
の
鉄
道
を
高
架
化
し
、
踏

切
１３
箇
所
を
除
去
し
ま
す
。

鉄
道
高
架
に
あ
わ
せ
、
徳
島

駅
お
よ
び
二
軒
屋
駅
の
駅
前
広

場
、
鉄
道
沿
線
の
側
道
整
備
や

都
市
計
画
道
路
な
ど
の
都
市
基

盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

環
境
影
響
評
価
お
よ
び
都
市

計
画
決
定
の
手
続
き
に
必
要
と

な
る
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
着
工
準
備

事
業
化
の
前
段
階
と
し
て
、

環
境
影
響
評
価
、
都
市
計
画
決

定
、
事
業
手
法
の
確
定
な
ど
の

準
備
作
業
を
行
う
こ
と
。
着
工

準
備
採
択
に
よ
り
、
準
備
作
業

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
国
の

補
助
が
認
め
ら
れ
る
。

私たちは採択を歓迎します！
八万地区鉄道高架を推進する会 会長 山口 常男さん
このたび、着工準備採択をされたことは、八万地

区鉄道高架を推進する会として心強く思います。
私たちは、安全で快適なまちづくりのため、徳島

市内鉄道高架事業や道路整備などのまちづくりを強
く望んでいます。鉄道高架事業の早期実現に努めて
ほしいと願っています。

加茂コミュニティ協議会 会長 宮崎 信樹さん
私たちの地元、加茂地区は、平成７年に鉄道高架

されたことにより、交通が非常にスムーズで住み良
いまちに変わりました。
２１世紀を担う子供達が本当に幸せで住み良い、豊
かなまちとなるように、鉄道高架の完成を期待して
います。

徳島商工会議所地域振興委員会 委員長 鈴木 勝章さん
今回の着工準備採択によって、県民市民の長年の

悲願であった高架事業の事業化に一歩近づいたこと
は喜ばしいことです。
事業化には相応の期間が必要であるとは思います

が、鉄道の高架化は市街地の一体的発展や中心市街
地の活性化にはなくてはならない事業です。県市一
丸となって本事業の推進に当たられることを期待し
ています。

こ
の
た
び
、
県
と
共
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
徳
島
市

内
の
鉄
道
高
架
事
業
が
、
平
成

１８
年
度
連
続
立
体
交
差
事
業
の

新
規
着
工
準
備
箇
所
と
し
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
本
市

に
と
っ
て
、
長
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
鉄
道
高
架
の
実
現
に
向
け

て
の
大
き
な
前
進
で
あ
り
ま
す
。

鉄
道
高
架
事
業
は
、
本
市
の

都
市
構
造
の
改
善
や
経
済
の
活

性
化
、
市
民
生
活
の
安
心
、
安

全
の
確
保
な
ど
か
ら
も
是
非
と

も
早
期
に
実
現
す
べ
き
事
業
で

す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
県
市
協
調
の
も

と
、
二
十
一
世
紀
の
県
都
徳
島

市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
事
業
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

鉄
道
高
架
の
実
現
に

向
け
て
の
大
き
な
前
進

徳島市長
原 秀樹

月１日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）
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着工準備採択
↓

都市計画原案の作成など
↓

都市計画決定
↓

事業化内示
↓

詳細設計
↓

都市計画事業認可
↓

工事着手

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈開
発
課
�

（
６
２
１
）５
２
７
０
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徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。



温
暖
化
防
止
の
ア
イ
デ
ア
募
集

み
ん
な
で
考
え
る
環
境
展

第７３６号 平成１８年６月１日 （２）

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
電
気
や
石
油
の
消
費
に

よ
り
排
出
さ
れ
る
「
温
室
効
果

ガ
ス
」（
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン

な
ど
）
が
原
因
で
、
地
球
の
平

均
気
温
が
上
昇
す
る
地
球
温
暖

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

徳
島
市
内
で
も
平
均
気
温
が

５０
年
間
で
約
１
℃
上
昇
し
て
い

ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

電
気
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
節
約
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
ま
た
は
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
、
家

庭
や
職
場
な

ど
で
実
践
で

き
る
省
エ
ネ

や
ご
み
の
削

減
な
ど
に
関

す
る
ア
イ
デ

ア
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
し
て

い
た
だ
い
た

ア
イ
デ
ア
は
、

今
後
の
温
暖

化
防
止
施
策

の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
徳
島
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま

す
。

﹇
提
出
方
法
﹈
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
ア
イ

デ
ア
と
住
所
、
名
前
、
電
話
番

号
を
６
月
３０
日
�
ま
で
に
環
境

保
全
課（
〒
７
７
０
‐
８
５
７
１

幸
町
２
‐
５

�
６
２
１
‐
５
２

１
０
、m

ail:kankyo

‐hozen
@
city.tokushim

a.lg.jp

）
へ
。

徳
島
市
で
は
、
６
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
を
市
民
環
境
週
間

と
定
め
、
同
期
間
中
「
み
ん
な

で
考
え
る
環
境
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

﹇
と
き
﹈
６
月
１
日
�
〜
７
日

�
（
土
曜
、
日
曜
を
除
く
）

﹇
と
こ
ろ
﹈
市
役
所
１
階
国
際

親
善
コ
ー
ナ
ー

﹇
内
容
﹈
環
境
川
柳
や
地
球
温

暖
化
に
つ
い
て
解
説
し
た
パ
ネ

ル
、
太
陽
電
池
な
ど
の
展
示

たとえばエアコンの省エネでは…

児童手当（特例給付を含む）を受
給するためには、毎年現況届を提出
する必要があります。提出しないと
受給資格があっても、引き続いて手
当を受給することができません。
［とき］６月１日
�～３０日�８時
３０分～１７時
［ところ］子育て
支援課（市役所
南館２階）また、
右表の日程・場
所でも受け付け
ます。
［持参するもの］
�印鑑（朱肉使
用のもの）
�平成１８年度児
童手当現況届
�その他 厚生
年金等の加入者
は、現況届裏面
の証明欄に事業
所の証明。ただ
し、受給者の健
康保険被保険者
証などの写しの
提出により確認

ができる場合は、事業所の証明を省
略することができます。
�平成１８年１月２日以降に徳島市外
から転入された人は、平成１８年１月
１日に住民票のあった所の市区町村
長による平成１７年分（１月～１２月）
の所得、扶養人数、各種控除が記載
されている証明書。
なお、住民票上の世帯状況などに
変更がある人は、現況届以外の書類
が必要な場合がありますので、受付
の際に必ずお申し出ください。
※郵送の場合は、書留または配達記
録郵便でお送りください（書類など
が不備の場合は、提出書類をお返し
することになります）。

問 子育て支援課（�６２１－５１９４）

地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
し
て
ま
す
か

６
月
１
日
〜
７
日
は

児童手当を受給している人は
現況届を提出してください 夏の省エネでこんなに効果が！

・夏の冷房設定温度を２７度から２８度に
・冷房の運転時間を１日１時間ずつ短縮
・エアコンフィルターをこまめに清掃

【徳島市全世帯では】

市市市
民民民
環環環
境境境
週週週
間間間

原油換算でドラム缶（２００�）
約２万本

CO２削減量約６千�

杉の木の吸収量に換算すると
約４５万本

児童手当制度が
拡充されました

児童手当の支給対象年齢が、小
学校６年生修了前までに拡大され、
併せて所得制限が引き上げられま
した。新たに児童手当が受給でき
る人が、９月３０日までに請求をす
れば、原則として４月分までさか
のぼって支給します。請求は子育
て支援課または児童手当現況届と
同じ日程・場所で受け付けます。
手続きについては、子育て支援課
まで。

消
防
法
お
よ

び
徳
島
市
火
災

予
防
条
例
に
よ

り
、
新
築
住
宅

は
６
月
１
日
か

ら
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
既
存

住
宅
に
つ
い
て

は
平
成
２３
年
６

月
１
日
か
ら
義

務
付
け
ら
れ
ま

す
が
、
火
災
か

ら
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
も
、

早
い
時
期
に
設
置
し
て
く
だ
さ

い
（
自
動
火
災
報
知
設
備
な
ど

を
設
置
ま
た
は
設
置
予
定
の
住

宅
を
除
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）。

設
置
す
る
場
所
は
、
寝
室
と

し
て
使
用
し
て
い
る
部
屋
、
寝

室
に
続
く
階
段
お
よ
び
廊
下
部

分
な
ど
で
、
煙
感
知
式
タ
イ
プ

の
も
の
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

製
品
購
入
の
目
安
と
し
て
、

日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
に

合
格
し
た
「
鑑
定
合
格
マ
ー
ク

（
Ｎ
Ｓ
マ

ー
ク
）」が

貼
付
さ
れ

て
い
る
も

の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
不
適
正
な
価
格
・
無

理
強
い
販
売
な
ど
悪
質
な
訪
問

販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
消

防
職
員
が
販
売
し
た
り
、
販
売

を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

住住住宅宅宅用用用火火火災災災警警警報報報器器器ののの設設設置置置ががが義義義務務務化化化介介護護保保険険課課かかららのの
おお知知ららせせ 新新築築住住宅宅はは、、平平成成１１８８年年６６月月１１日日かから

介護保険料決定通知書を送付します
介護保険第１号被保険者（６５歳以上の人）に平
成１８年度保険料の決定通知書を６月中旬に発送
します。納め忘れのないようご協力ください。
また、普通徴収の人は、便利な口座振替をご利
用ください。手続きは市内各金融機関（郵便局
を除く）で。
なお、所得段階が第３段階の人で、収入が少
なく生活が著しく困窮している人は、保険料の
減免制度があります。お問い合わせください。
問 介護保険課資格保険料係（�６２１－５５８２）

介護保険施設等の「食費」と「居住費」
の負担を軽減します
①介護老人福祉施設（地域密着型含む）②介護

老人保健施設③介護療養型医療施設④（介護予
防）短期入所生活介護・療養介護の介護保険施
設などの「食費」と「居住費」の負担額を、世
帯の課税状況などにより、下表のとおり軽減し
ます。軽減を受けるには申請が必要です。
第４段階の人は、原則、負担軽減はありませ
ん。ただし、平成１７年度税制改正により、利用
者負担段階が２段階以上上昇した人は、平成１８
年７月分から「激変緩和措置」の対象として、
負担の軽減を受けられる場合がありますので、
お問い合わせください。
【受付場所】介護保険課（市役所南館２階）
【必要書類】申請書（施設窓口にあります）お
よび被保険者証または資格者証
なお、有効期限が今年６月３０日までの介護保
険負担限度額認定証を持っている人が、７月分
からの負担軽減の適用を受けるためには、改め
て申請が必要です。
問 介護保険課給付係（�６２１－５５８５）

■負担限度額（日額）

徳
島
市
で
は
、
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

﹇
対
象
﹈
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
も
の
①
市
の
木
造
住
宅

耐
震
診
断
を
受
け
、
「
倒
壊
又

は
大
破
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
」

と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震

改
修
計
画
に
よ
り
耐
震
性
が

「
一
応
安
全
」と
な
る
工
事
②
年

度
内
に
改
修
工
事
が
完
了
す
る

も
の
③
住
宅
の
所
有
者
が
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い（
受
付
後

調
査
し
ま
す
）④
建
築
基
準
法

に
違
反
し
て
い
な
い
建
物
。

﹇
補
助
金
額
﹈
工
事
費
の
３
分

の
２
（
限
度
額
は
６０
万
円
）。

﹇
申
請
で
き
る

人
﹈
対
象
と
な

る
住
宅
の
所
有

者
（
借
地
、
借

家
の
場
合
は
関

係
者
の
同
意
が
必
要
）

﹇
受
付
期
間
﹈
６
月
１
日
�
〜

１１
月
３０
日
�

﹇
募
集
戸
数
﹈
４０
戸（
先
着
順
）

﹇
必
要
書
類
﹈
①
申
請
書
（
市

様
式
）
②
改
修
計
画
書
（
市
様

式
）
③
耐
震
診
断
計
算
書
（
改

修
後
）
④
改
修
計
画
が
分
か
る

図
面
⑤
見
積
書

※
必
要
書
類
①
②
は
建
築
課
に

あ
り
ま
す
。
（
徳
島
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）。②
〜
⑤
は
建
設
会

社
や
工
務
店
に
作
成
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

保健センター
ふれあい健康館内

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９６月の無料相談

女性センター アミコビル４階

※は保健師、他は医師が相談に応じます。＊※は予約制で、７日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］２１日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１１日	・２５日	１０：００～１２：００

※託児あり（１歳～就学前まで要申し込み）

《パートタイム労働なんでも相談》
�６２４－２６１１
［対象］市内在住・在勤・在学の人
［日時］９日� １０：００～１２：００

場 所

応神コミセン

不動コミセン

上八万支所

津田コミセン

加茂コミセン

川内公民館

北井上コミセン

八万中央コミセン

国府コミセン

加茂名コミセン

多家良中央コミセン

南井上コミセン

沖洲コミセン

勝占中部コミセン

いずれも９：３０～１５：００

月日

６／７�

６／８�

６／９�

６／１２


６／１３�

６／１４�

６／１５�

６／１６�

６／１９


６／２０�

６／２１�

６／２２�

６／２３�

６／２６


居住費

多床室

０円

３２０円

３２０円

３２０円

※居住費の従来型個室については、上段が介護老人福祉施設、下段は介護老人保健施設、介護療養型医療施設における負担限度
額。グループホームやデイサービスなどは適用されません。
※第４段階の金額は基準費用額で、実際の金額は利用者と施設の契約により設定されます。

従来型個室

３２０円

４９０円

４２０円

４９０円

８２０円

１，３１０円

１，１５０円

１，６４０円

ユニット型準個室

４９０円

４９０円

１，３１０円

１，６４０円

ユニット型個室

８２０円

８２０円

１，６４０円

１，９７０円

食費

３００円

３９０円

６５０円

１，３８０円

利用者負担段階

市町村民税が課税されていない世帯で、老齢福祉
年金を受給している人など

市町村民税が課税されていない世帯で、［合計所得金
額＋課税年金収入額≦８０万円／年］を満たす人など

市町村民税が課税されていない世帯で、上記第１
段階及び第２段階以外の人など

上記第１段階から第３段階以外の人

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

《女と男の生き方相談》
�６２４－２６１３
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
２日�・７日�
９日�・１４日�
１６日�・２１日�

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１４・２１・２８日�
５日

６・２０日�
１・１５日�
毎週月・金曜
毎週火曜
２２日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００
１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

１３・２７日�

１４日�

１３・２７日�
１４日�

１５日�

２８日�

一般健康相談
禁煙支援相談

認知症予防相談
こころの健康相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

生活習慣改善相談※

《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】
［日時］６・２０日�１３：００～１５：００

﹇
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
﹈

建
築
課〈
市
役
所
４
階

�（
６
２
１
）５
２
７
２
〉

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈﹈消
防
局
予

防
課
�（
６
５
６
）１
１
９
３

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈環
境
保
全

課
�（
６
２
１
）５
２
１
３

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



定員

１１人

１１人

３人

３人

３人

期間

７／４～８／２２

７／６～８／２４

７／７～８／２５

７／８～８／２６

時間

１３：００～１５：００

１５：００～１７：００

１３：３０～１５：３０

１３：３０～１５：３０

１３：３０～１５：３０

曜日

火

木

金

土

コース

A

B

パソコン基礎

はじめての
パソコン

１４：００～１５：００

渭東地区

入田地区（※２）

※１＝終了時間１３：４０、※２＝開始時間１４：２０

１３：００～１４：００

八万地区（※１）

上八万地区

不動地区

北井上地区

１１：００～１２：００

勝占地区

加茂名地区

応神地区

南井上地区

９：３０～１０：３０

多家良地区

加茂地区

川内地区

国府地区

６／５�

６／６�

６／７�

６／８�

（３） 平成１８年６月１日 第７３６号

INFORMATION

募 集

シニアパソコン教室
ふれあい健康館（沖浜東２）２階視聴覚
室で。内容は下表のとおり。対象は、市内
在住または在勤の、おおむね６０歳以上の人。
ただし、「はじめてのパソコン」は初心者、
「パソコン基礎」は文字入力のできる人に
限る。抽選。受講料は９，０００円。

申 はがきに希望コース・住所・名前・年齢・
電話番号を記入し、６月１０日�（必着）までに、
生涯福祉センター（〒７７０－８０５３ 沖浜東２
－１６ ふれあい健康館 �６５７－０１９０）へ。
徳島市ホームページからも申し込み可。

人権教育・啓発専門講座
人権問題について正しく理解するととも
に、人権教育・啓発推進者を養成するため
の講座。７月～来年１月に７回。２０歳以上
の市民。５０人程度。受講は無料。
申 ６月３０日�までに、人権推進課（�６２
１－５１６７）へ。

ごみ収集の夏季臨時作業員
７月中旬～９月下旬（土・日・祝日は休
み）の８：３０～１７：００に、ごみの収集作業
に従事する臨時作業員。満１８歳～２７歳の健
康な人。３０人程度。日額８，０５０円。
申 東部環境事業所（論田町 �６６２－０１３９）、
西部環境事業所（国府町 �６４２－８５８５）のう
ち希望する事業所へ。

シルバー人材センター講習会
いずれも、対象は市内在住の６０歳以上で
就業を希望する人。受講は無料。
◆育児支援サービス講習会＝６月２２日�・
２３日�・２７日�・２８日�、７月５日�・６
日�１３：００～１６：３０（６月２８日�、７月５
日�は９：００～１２：００）。県立文学書道館
（中前川町２）、助任保育園（中吉野町１）

で。子どもの食事、乳幼児保育などの講義
と保育実習。４０人（先着順）。
◆草刈り講習会＝６月２７日�・２８日�・２９
日�・３０日�９：００～１５：００。徳島市北部
浄化センター（東沖洲１）で。刈払い機の
安全な使い方。２５人（先着順）。
申 ６月９日�までに、シルバー人材セン
ター（�６５３－６２６２）へ。

応急手当の実技講習会
６月１８日�１３：００～１６：００。西消防署（庄
町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
止血法など。受講は無料。
申 東消防署（�６５６－１１９５）、西消防署（�
６３１－０１１９）

くらしの講座
６月２６日�１３：３０～１５：３０。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマは「健康
食品とのつきあい方」。講師は医学博士・松
原博さん。４０人（先着順）。受講は無料。
申 徳島市消費生活センター（�６２５－２３２６）

催 し

市立図書館＜６月のおはなし室プログラム＞
◇３日�お話と絵本◇１０日�人形劇◇１７
日�お話と手遊び◇２４日�おんぶとだっこ
のふれあい遊び。各１０：３０～１１：００◇２５日
�エンジョイ・イングリッシュ。１０：００～
１１：００。いずれも参加は無料。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

徳島ファミリー・サポート・センター
ミニ交流会
▼６月１１日�＝渭東コミュニティセンタ
ー▼６月１７日�＝佐古コミュニティセンタ
ー▼６月２４日�＝八万中央コミュニティセ
ンター。いずれも１０：００～１２：００。参加は
無料。
問 徳島ファミリー・サポート・センター
（�６１１－１５５１）、商工労政課（�６２１－５２２５）

お 知 ら せ

市税などの納付は便利な口座振替で
口座振替できるのは①固定資産税②市・
県民税（給与天引き分を除く）③軽自動車

税（同一名義分はすべて対象）④国民健康
保険料⑤市営住宅使用料⑥介護保険料
申 預金通帳とその印鑑、平成１８年度分の
納税（納入）通知書を持って、通知書に記
載の金融機関（郵便局を除く）で手続きを。
問 ①②③納税課（�６２１－５０７９）、④保険
年金課（�６２１－５３８４）、⑤住宅課（�６２１－
５２８６）、⑥介護保険課（�６２１－５５８２）

６月４日～１０日は
「危険物安全週間」
灯油、てんぷら油、塗料、スプレーなど
を使用する際には、性質や使用方法を十分
知り、正しい取り扱いを。なお、ガソリン
などを運搬する時は、必ず認定を受けた金
属容器の使用を。特に、ポリ容器の使用は
消防法で禁止されているのでご注意を。
問 消防局予防課（�６５６－１１９３）

高齢者向け優良賃貸住宅
緊急通報装置など高齢者に適した設備を
有し、「高齢者向け優良賃貸住宅制度」を
活用して民間が建設した住宅が新たに完成。
所在地は中徳島町２－８。対象は、どちら
かが６０歳以上の夫婦世帯、または６０歳以上
の単身者。募集戸数は２７戸（抽選）。家賃は
所得に応じて決定（一定額以下の世帯は減
額制度あり）。
問 住宅課（�６２１－５２８５）

ご活用ください
とくしまウオーキングマップ
地域ごとに特色あるコースを設定したウ
オーキングマップを配布（先着５００冊）。対
象は４０歳以上の市民。費用は無料。希望者
は直接保健センター（沖浜東２ ふれあい
健康館３階）へ。また、徳島市ホームペー
ジからダウンロード可。
問 保健センター（�６５６－０５３４）

渋滞緩和にパーク・アンド・ライド
利用者を募集
最寄りの駅に駐車（パーク）し、そこから
バスや鉄道などに乗り（ライド）かえて目的
地に向かう方法。対象は平日に徳島市内に
通勤している人。定員は２０人。乗車場所は
JR西麻植駅または、徳島バス鴨島営業所バ
ス停。駐車場はニシキヤ鴨島店（吉野川市
鴨島町西麻植）。駐車料金は無料（ただし、１
カ月ごとに商品券［毎月２０００円］の購入が必
要）。詳しくは徳島地区渋滞対策推進協議会
のホームページ（http : //www.tokushima-tdm.
jp／）で。
問 徳島地区渋滞対策推進協議会（道路建
設課内 �６２１－５３３４）

農用地区域変更申し出を受け付け
対象は▽農家の住宅用地や分家住宅用地
・沿道サービス業の開設用地など、緊急や
むを得ない事情で農用地区域の農地（青
地）を同区域から除外したい人▽農用地区
域から除外されている農地（白地）を将来
にわたり農用地区域に編入したい人。
申 ６月９日�～２０日�に、印鑑・登記の

全部事項証明書・位置図などを持参し、農
林水産課（市役所３階 �６２１－５２４６）へ。

農地・経営等地区相談を実施
農地や農業経営に関する身近な悩み・疑
問などに対し、農業委員と事務局職員が情
報提供やアドバイスを実施。対象は、実施
地区に居住する農業者とその家族。日程は
下表のとおり。場所は実施地区のJA各支
所で。なお、農業委員会事務局でも随時相
談を受け付け。

問 農業委員会事務局（�６２１－５３９４）

選挙人名簿の縦覧
６月３日�～７日�８：３０～１７：００。選
挙管理委員会事務局（市役所９階）で。
６月２日に新たに選挙人名簿に登録した
人（６月１日現在登録資格者）、同日までに
新たに在外選挙人名簿に登録した人の書面
の縦覧。異議の申し出は同期間内に。
問 選挙管理委員会事務局（�６２１－５３７３）

口の中の健康は全身の健康に大きく影
響することが知られています。健康な歯
を保つため、食後の歯みがきはもちろん、
定期的に健診を受け、自分の口の中をよ
く知ったうえで、自己管理をきちんと行
っていきましょう。
◆歯科医師相談＝保健センター（沖浜東
２ ふれあい健康館内）健康相談室で。
毎月第３木曜日１３：００～１５：００。
◆歯科衛生士の訪問指導＝歯科衛生士に
よる口の中の保健指導。
いずれも対象は４０歳以上の市民。口の
中や歯の健康管理。要予約。無料。
申 いずれも電話で保健センター（�６５６
－０５３４）へ。
◆無料歯科健診＝６月１日�～３０日�。
市内の歯科医院（市歯科医師会会員）で。
口腔観察（レントゲンなどの検査は含ま
ない）、歯の健康相談など。対象は徳島市
国民健康保険加入者。受診は無料（処置
などは有料）。
申 受診したい歯科医院へ電話予約。受
診時には保険証を持参のこと。
問 保険年金課（�６２１―５１５９）

歯の衛生週間６月４日～１０日

お口の健康を気にしていますか

市市営営住住宅宅のの入入居居者者をを募募集集ししまますす
所得基準（公営住宅＝月額２００，０００円以下、改良住宅＝月額１３７，０００円以下、高齢者・
障害者世帯、小学校就学前の子どもがいる世帯は別基準）があります。家賃は所得など
により決定します。詳しくは徳島市ホームページに掲載。
［申し込み］６月１３日�・１４日�８：３０～１７：００、市役所４階４０１会議室で受け付け。
入居申込書、所得の証明書、住民票などが必要。６月１６日�に同会議室で抽選します。
［問い合わせ先］住宅課（�６２１－５２８６）

６月は市・県民税
第１期分の納期月です
納期限は６月３０日�

妊妊妊産産産婦婦婦さささんんんへへへののの思思思いいいやややりりりがががマママーーークククににになななりりりままましししたたた

思いやりのある気遣いをお願いします

妊娠中は赤ちゃんの成長はもちろん、お母さ
んの健康を維持するためのとても大切な期間で
す。しかし、外見からは、妊婦であるか判断し
にくい場合やつらい症状がある場合もあります。
街や職場などで、このマークを付けているお
母さんを見かけたら、「列車・バスで席を譲る」
「近くでの喫煙は控える」などの思いやりのあ
る気遣いをお願いします。

キーホルダーなどに付けてご利用ください ～妊産婦の皆さんへ～

マタニティマークは、徳島市のホームページからダウンロードできます。プリントア
ウトしたものをキーホルダーなどに付けてご利用ください。
また、市役所１階案内、子育て支援課、保健センター（ふれあい健康館）にあるチラ
シも利用できます。
［問い合わせ先］保健センター（�６５６－０５３２）

マタニティマーク

家賃（円）

１２，９００～２１，４００

３４，０００～５６，３００

３４，５００～５７，１００

２５，４００～４２，０００

１６，７００～２７，６００

２１，２００～３５，２００

１１，１００～１７，８００

１２，７００～１５，４００

１４，８００～２４，５００

１５，１００～１８，３００

１５，８００～２６，２００

１４，１００～２３，３００

１９，０００～３１，６００

２０，５００～３４，０００

５，０００～８，４００

３８，０００～６３，０００

１３，２００～２１，８００

１３，２００～２１，８００

８，２００～１３，６００

１０，６００～１７，６００

８，７００～１０，６００

間取り（畳）

６－４．５－４．５－D

６．７－６－５．１－L

７．６－６－５．１－L

６－６－４．５－D

８－６－D

６－４．５－６－D

６－４．５－３－D

６－６－４．５－D

６－４．５－４．５－４．５－K

７－６－４．５－D

６－６－６－D

６－６－K

６－６－１０．５－K

６－６－１０．５－D

６－４．５－D

６－６－６．３－L

６－６－４．５－D

６－６－４．５－D

６－６－４．５－３－K

６－４．５－４．５－K

６－６－D

階

４

３

６

２

４

２

１－２

２

１－２

４

４

２

４

２

１

２－３

３

３

１

４

４

建設
年度

S３９

H９

H９

S６２

S５８

S６０

S４８

S５１

S５１

S４８

S５６

S５７

S５７

S５８

S２７

H１４

S４５

S４５

S４１

S４０

S４６

所在地

末広四丁目９番４７－４０１

末広四丁目１０番１９－３０１

末広四丁目１０番１９－６０５

城東町一丁目５番８－２０４

城東町二丁目４番２８－４０２

城東町二丁目４番４０－２０１

不動東町１丁目２８番地の１

不動東町２丁目１５１６番地の１

不動東町３丁目７８２番地

北島田３丁目１２４番地

中島田町４丁目１３２番地の７

中島田町３丁目７９番地の４

中島田町３丁目７９番地の４

中島田町３丁目７９番地の４

南蔵本町２丁目１３番地

名東町３丁目４４９番地の２

国府町芝原字野神６５番地の１

国府町芝原字野神６５番地の１

国府町西矢野６９６番地の１

一宮町西丁１０２１番地の３

中常三島町３丁目１４番地の１７

号数

４０１

３０１

６０５

２０４

４０２

２０１

４

１９

２‐４

１８

８

２０４

４０２

２０３

２５

２０２

１３

１４

６９

２２

７

住宅名

末広５棟

末広１９棟

末広１９棟

城東４棟

住吉東１棟

住吉東５棟

不動７棟

不動２１棟

不動南

北島田６棟

北島田３７棟

中島田２棟

中島田２棟

中島田４棟

南蔵本

名東３丁目２４棟

芝原１棟

芝原１棟

国分寺

一宮１棟

常三島１棟

単身
入居

可

可

可

可

可

可

可

入居
区分

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

改良

公営

改良

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

改良

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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小
説
「
眉
山
」
が
映
画
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
も
こ
の
本
が
出
て
す
ぐ

に
読
み
ま
し
た
が
、
聞
き
慣

れ
た
い
ろ
ん
な
地
名
が
た
く

さ
ん
出
て
く
る
し
、
「
こ
れ

は
ど
こ
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て

る
の
か
」
な
ど
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ら
読
む
の
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お
も
し
ろ
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
読
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

読
み
終
わ
っ
た
と
き
に
も

「
映
画
に
な
れ
ば
い
い
な
」

と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

現
実
に
な
り
、
今
か
ら
ス
ク
リ

ー
ン
で
見
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
き
っ
と

徳
島
の
良
さ
を
再
発

見
で
き
る
は
ず
で
す
。

私
は
佐
古
二
番
町

で
生
ま
れ
、
毎
日
目

の
前
に
迫
っ
て
く
る

眉
山
を
見
て
育
ち
ま

し
た
。
よ
く
山
頂
に

も
登
り
ま
し
た
が
、

佐
古
駅
か
ら
見
る
眉

山
が
一
番
好
き
で
し

た
。
当
時
は
ポ
プ
ラ
並
木
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
眉
山
と
重
な
っ

た
風
景
は
今
で
も
目
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
と
は
、
こ

れ
ま
で
に
何
度
か
お
目
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
２３
年
前
、

忘
れ
も
し
な
い
私
の
結
婚
式
の

日
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
翌
日
に

コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
そ
れ
以
後
、
徳
島
で
の

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
で
何
度
か
お

会
い
し
て
い
ま
す
。
本
を
読
ん

で
も
よ
く
分
か
り
ま
す
が
、
さ

だ
さ
ん
は
か
な
り
の
「
徳
島

通
」
で
す
ね
。

さ
だ
さ
ん
と
は
同
世
代
。
私

の
周
り
に
も
フ
ァ
ン
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
さ
だ
さ
ん
の
ヒ
ッ

ト
曲
「
関
白
宣
言
」
は
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も
大

好
き
で
す
。

今
回
、
「
眉
山
」
が
映
画
化

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
徳
島
市
で

は
、
こ
の
映
画
制
作
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
映
画
で
は
、
徳
島
市

内
の
美
し
い
風
景
が
た

く
さ
ん
映
し
出
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
映
画
を
ご
ら
ん
に

な
っ
た
全
国
の
方
が
、

本
市
の
魅
力
に
引
き
込

ま
れ
、
多
数
お
越
し
く

だ
さ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
も
し
て
い
ま
す
。

眉
山
は
、
市
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、
市
民
の

か
け
が
え
の
な
い
「
財

産
」
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
大
切
に
、
愛
し

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。徳

島
市
長

原

秀
樹

小小小小説説説説「「「眉眉眉山山山」」」がががががが映映映映映映画画画画画画にににににに市市
民民
とと
市市
長長
のの

情

熱
市市市市やややや県県県県ななななどどどどでででで徳徳徳徳島島島島ロロロロケケケケをををを支支支支援援援援

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
・
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
小
説

「
眉
山
」
の
映
画
化
が
、
東
宝

映
画
（
本
社
・
東
京
都
）
で
企

画
さ
れ
て
お
り
、
本
年
に
制
作

さ
れ
る
予
定
で
す
。
小
説
の
内

容
か
ら
、
阿
波
お
ど
り
や
徳
島

市
内
各
地
で
の
大
規
模
な
ロ
ケ

撮
影
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
徳
島

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
東
宝
映
画

か
ら
協
力
要
請
を
受
け
、
ロ
ケ

撮
影
な
ど
に
対
し
て
積
極
的
な

支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。徳

島
市
で
は
、
今
回
の
映
画

化
を
、
市
の
魅
力
を
全
国
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
知
名
度
ア
ッ
プ

を
図
る
好
機
と
と
ら
え
、
今
後
、

市
民
の
み
な
さ
ん
や
観
光
関
連

業
界
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
、

ご
協
力
を
得
た
上
で
、
ロ
ケ
撮

影
の
成
功
、
さ
ら
に
は
こ
の
映

画
の
成
功
に
結
び
つ
け
、
徳
島

市
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
昨
年
発
行
さ
れ
た
小
説

「
眉
山
」
は
、
さ
だ
さ
ん
に
と

っ
て
３
作
目
の
小
説
。
徳
島
で

生
ま
れ
、
今
は
東
京
の
旅
行
代

理
店
で
働
く
娘
が
、
末
期
が
ん

の
母
を
看
病
す
る
た
め
に
徳
島

に
帰
郷
し
、
母
が
内
緒
で
献
体

を
申
し
込
ん
で
い
る
こ
と
や
、

会
っ
た
こ
と
の
な
い
父
へ
の
想

い
に
気
づ
い
て
い
く
と
い
う
物

語
で
、
阿
波
お
ど
り
シ
ー
ン
で

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

小
説
の
中
で
は
、
眉
山
や
吉

野
川
、
新
町
川
な
ど
徳
島
市
内

の
風
景
や
名
所
が
数
多
く
登
場
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
ロ
ケ
撮
影
は

市
内
各
地
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

シ
ー
ン
と
な
る
阿
波
お
ど
り
の

演
舞
場
を
再
現
し
て
撮
影
す
る

と
な
れ
ば
、
二
千
人
を
超
え
る

エ
キ
ス
ト
ラ
が
必
要
と
な
る
見

込
み
で
す
。
ほ
か
に
も
、
ロ
ケ

撮
影
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
や
、
こ
の

映
画
制
作
を
盛
り
上
げ
る
た
め

の
支
援
は
、
多
方
面
に
わ
た
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
徳
島
市
は
、

４
月
末
に
開
か
れ
た
２
０
０
６

年
度
第
１
回
阿
波
お
ど
り
実
行

委
員
会
で
、
阿
波
お
ど
り
期
間

中
の
ロ
ケ
撮
影
な
ど
に
対
す
る

協
力
を
要
請
。
全
会
一
致
で
協

力
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
県
や
関

係
各
団
体
と
と
も
に
支
援

委
員
会（
仮
称
）を
発
足
さ

せ
、
市
民
ぐ
る
み
で
協
力

で
き
る
態
勢
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

通
常
、
映
画
化
に
よ
っ

て
現
地
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
街
の
良
さ

が
広
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る

と
と
も
に
、
映
画
に
か
か

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
性

を
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、
映
画

公
開
後
の
観
光
客
の
増
加

に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
国
各
都
市
で
テ

レ
ビ
や
映
画
な
ど
の
ロ
ケ
を
誘

致
・
支
援
す
る
公
的
な
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
観
光
振
興

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

徳
島
市
で
も
、
こ
れ
ま
で
に

数
多
く
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
ほ

と
ん
ど
の
舞
台
が
徳
島
市
と
い

う
映
画
の
制
作
が
行
わ
れ
る
の

は
、
数
十
年
に
一
度
の
こ
と
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
映
画
に
関
し
て

は
、
東
宝
映
画
で
現
在
、
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

詳
細
は
未
定
で
す
。
映
画
の
公

開
は
、
来
年
の
予
定
で
す
。

「「眉眉山山」」映映画画化化にによよせせてて

－6－

吉野川から望む眉山

▲眉山山頂から見た徳島市

クライマックスを演出する阿波おどり

市内を流れる新町川

BBBB&&&&GGGG海海海海洋洋洋洋セセセセンンンンタタタターーーーププププーーーールルルルなななつつつかかかしししききき阿阿阿波波波ののの昔昔昔ばばばなななししし展展展「「冒冒険険博博物物学学者者・・蜂蜂須須賀賀正正氏氏」」
「「五五月月人人形形とと蜂蜂須須賀賀家家のの甲甲冑冑」」

徳徳島島城城博博物物館館
テテーーママ展展開開催催中中 ６６月月１１５５日日オオーーププンン

徳島文理大教授の画家・飯原一夫さんの
阿波ゆかりの民話・伝説を題材とした作品
や門下生の新作絵画作品
など約４０点を展示。添え
られた話と一緒に見れば、
絵画で読む阿波の民話展
としても楽しめます。
［とき］６月７日�～１１
日�最終日の入館は１６時
まで
［ところ］博物館和室

屋内プールとなっています。遊泳の
際はスイミングキャップ（貸出用あ
り）を着用してください。大型の浮き
輪（１m以上）は使用できません。
［営業期間］６月１５日�～９月１５日�
１０：００～１７：００ ７・８月の毎週金曜
日は２０：３０まで
［入場料］高校生以上２３０円、小・中
学生１１０円、３歳～幼児５０円（いずれ
も１１枚つづり回数券、団体割引あり）。
小学３年生以下は保護者同伴のこと。
［問い合わせ先］営業期間内はB&G
海洋センタープール（�６６３－３６３３）、
期間外は同体育館（�６６２－４５３５）

蜂須賀家当主・正氏は、絶滅鳥ド
ードーの研究をはじめとする世界的
な鳥類研究家として知られています。
また、探検家としても活躍しました。
こうした正氏の業績を紹介するとと
もに、江戸時代から近代にかけての
武者人形など五月人形の優品や甲冑
（かっちゅう）を展示しています。
［とき］７月９日�まで
［ところ］博物館第２展示室

▲七宝ドードー図菓子皿
（蜂須賀智恵子氏寄贈） ▲飯原一夫「赤池の河童」

［入館料］大人３００円。高校・大学生２００円（２０人以上の団体は２割引、中学生以下は無料）
［開館時間］９時３０分～１７時（入館は１６時３０分まで） ［問い合わせ先］徳島城博物館（�６５６－２５２５）
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